




















































(2017 年 12 月 18 日、生活美学研究所本年度関西文化研究会における講演に基づく) 


















図 2 改刻された「悲母三十三観音」群像（安住寺／新潟県柏崎市）  筆者撮影 
図 3 オリジナル状態の「三十三観音」群像（寶生寺／新潟県長岡市） 




















図 4 改刻された「悲母三十三観音」（安住寺／新潟県柏崎市）、 
左から「第七番 如意輪観音」「第八番 聖観音」「第十三番 聖観音」  筆者撮影 
図 5 改刻された「悲母三十三観音」（安住寺／新潟県柏崎市）、 
























図 6 左：改刻された「第七番 如意輪観音」（安住寺／新潟県柏崎市）、 
右：オリジナル状態の「如意輪観音」（寶生寺／新潟県長岡市）、 



























図 7 改刻された「第九番 聖観音」部分、額にはみ出した墨（安住寺／新潟県柏崎市）  筆者撮影 
図 8 改刻された「第二十二番 白衣観音」部分、光背
に削った痕跡（安住寺／新潟県柏崎市） 
筆者撮影































































1) 原田康次 1981『木喰』木耳社，p173 
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